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牧草と園芸　第５１巻第２号（２００３年）

１　はじめに

　昨年１２月は東京で，年明けの１月初めと月末には

鹿児島で記録的な積雪がありましたが，今年の冬は

例年より気温が低めに推移している気配です。

　また昨年は南九州で３個の台風が接近して，一部

に倒伏の被害が発生しました。

　今年も台風被害が予想されますので品種の選択や

作付け体系の見直しなど，具体策を講じて被害を最

小限に抑えたいものです。

　ここでは西南暖地の飼料作について，新品種を中

心に酪農と肉牛繁殖用に分け，利用法をまとめてみ

ました。

２　乳牛向けの飼料作

　泌乳牛には消化率や嗜好性が良く，高エネルギー

な粗飼料が必要です。

　これにはトウモロコシが最も適しています。図１

に代表的な作付け例をまとめましたので参考にして

いただければ幸いです。

パターンⅠ：トウモロコシ二期作

　熊本では台風被害が他の地域より軽いため，二期

作が盛んに行われています。

　二期作目を８月初めまでに播種しないと，実の登熟

が確保できないので，一期作は７月中旬頃に収穫でき

るＲＭ１１０～１１５クラスを早播きするのが大事です。

　二期作用のスノーデント王夏（おうか）は，台風

に耐え倒伏に強い事と遅播きで発生する南方さび病

に強いのが特徴です（写真１）。

パターンⅢ：イタリアン－トウモロコシ

　最も一般的な体系で，嗜好性が良いイタリアンと

トウモロコシをフルに活用した体系です。イタリア

ンは中生・中晩生のタチムシャ，マンモスＢが再生

も期待できます。

　トウモロコシが５月播きの場合は台風に遭遇する

可能性が高いので，倒伏に強いスノーデント１２７Ｓ

や盛夏・王夏をお勧めいたします。なお糊熟期にな

ればサイレージ調製が出来ますので，風速３０ｍ以上

の強風が避けられない場合は，早刈り取りした方が

賢明です。倒伏すると土が着くことでサイレージ品

質と嗜好性が悪化します。

パターンⅣ：混播栽培

　台風被害が大きい南九州でよく使われている体系

です。トウモロコシを台風前に収穫し，ソルガムの
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再生を上手に活用した省力・多収栽培です。

　４月播きでソルガムの生育を抑えてトウモロコシ

の実入りを良くする事と，刈り取り後の再生収量が

多く９月以降の台風に耐える倒伏に強いソルガムの

品種選びがポイントです。

　またソルガムの再生を良くするには，７月の刈高

を１０�くらいにするのが良いでしょう。刈高が低い

と再生が悪いことが多い様です。

　再生したソルゴーは水分が多目なので，高水分材

料のサイレージ品質を良くする添加剤：アクレモシ

リーズ（粉剤・液剤）のご利用をお勧めいたします。

　ロール用では「うまかろーる」をご紹介します

（写真２）。

　特性は葉が多く，生育がゆっくりしているので地

際の茎が柔らかく嗜好性が良い事です。８�播きで

スーダン並みの細茎に仕上げ，出穂前の草高で１．７

ｍに刈り取ります。刈高を１０�にして再生を確保し

ましょう。モアコンで圧砕すると予乾が早まり，

ロールの品質が良くなります。

３　肉用繁殖牛向けの飼料作

　繁殖牛には乳牛のように乳生産がありませんの

で，高エネルギー飼料は必要ありません。トウモロ

コシは茎葉割合が高い品種やソルゴーなどのイネ科

が最適な粗飼料となります。

　ここでは機械設備の大小にあわせた飼料作体系を

ご紹介しましょう（図２）。

・大型機械体系の場合

　酪農とほぼ同様な作業体系が使えますが，先ほど述

べたとおりトウモロコシは茎葉割合が多い品種を使

い，過肥からくる繁殖障害を防ぐとことが大切です。

パターンⅠ：混播栽培

　トウモロコシはスノーデント１２７Ｓと高糖分ソル

ゴーの組合せが良いでしょう。

　播種は遅くとも４月中旬までに完了しないと７月

末の収穫が遅れ，台風に遭うことになります。混播

時の除草剤はゴーゴーサン乳剤を３００�／水１００リッ

トル／１０アールを播種後に散布します。

パターンⅡ：ムギ・イタリアン混播き

　冬作に重点を置いた体系です。

　５月播きのトウモロコシはさび病と倒伏に強いスノー

デント盛夏／王夏がお勧めです。盛夏，王夏はイタリ

アンを２回取りした７月にも安心して播けます。

パターンⅢ：イタリアン・ソルゴー体系

　最も一般的な体系で，再生が利用できるので多収

となります。イタリアン・ソルガム共に，刈り取り

時期を出穂前から出穂始めにすると消化性と再生が

良くなります。

　刈り遅れるにしたがって茎が硬くなり，消化性が

落ち再生も悪くなります。

　ソルゴーでは消化率をあげた青刈り用のＢＭＲス

イートをご紹介します。

　特性はリグニン（難消化性）が少なく，消化性が

良い事です。

　また再生や倒伏，病害耐性は既存のソルゴーと遜

色がなく作り易い品種です。

　ＢＭＲ（ビーエムアール）スイートは，葉の中央

部と節が茶色になるのが，品種の目印です（写真３，

図３：消化性）。

・小型機械体系の場合

　冬作のイタリアンを２回刈りして再生を有効に活

　図１　酪農経営のための飼料作付け体系例�
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用します。夏作は草丈が短いソルゴーや栽培が容易

で乾草向きの暖地型牧草を組合せましょう。

　これらの品種は青刈りにも利用できます。イタリ

アンは５月初めの天候が安定した時期に刈れるマン

モスＢやドライアンがお勧めです（写真４）。

　特にドライアンはイタリアンの中では極めて細茎

で，乾き易い特徴があります。

　夏作の暖地型牧草では，ローズグラスより発芽・初期

生育が早く乾燥し易い，「なつ乾草」をご紹介します。

　写真４のとおり，葉が多く嗜好性が良い新品種で

す。イタリアンのような細茎なので乾き易いことが

大きな特徴です。

　刈り取り時期は出穂前の草高で１．２～１．３ｍがお勧

めです。これ以上の草高になると茎が硬くなり，嗜

好性が落ちてきます。

　また栽培の注意点は１回刈りで再生しないことと，湿

害に弱いので排水の良い畑で栽培することです。

　小型のソルゴー：三尺ソルゴーは刈り取り・運搬

が容易な事から，青刈り用として利用事例が拡大し

てきました。

　写真５のように葉が多く茎中の糖度を上げた嗜好

性の良い品種です。草丈は５月から８月まで，いつ

播いても軽トラックに積める１．５ｍ前後です。８月

始めまでに刈れば再生も利用できます。

　山間地では猪や狸による食害が発生し，トウモロ

コシや茎が甘いソルゴーに被害が集中しています。

対策はソルゴーでは葉が多い「うまかろーる」やリグ

ニン含量が低く繊維の消化性が良い「ＢＭＲスイー

ト」をお勧めします。また７～８月播きでは，太茎で

多収な「ビッグシュガーソルゴー」が良いでしょう。

　降霜後も立毛貯蔵できますので，１月まで青刈り

利用が可能です。

　以上のようにご紹介しました品種が，皆様の畜産経

営にお役に立ちますことを期待して終わりと致します。

写真３　ＢＭＲスイート（左；ノーマル，右：ＢＭＲスイート）

　図２　肉用牛繁殖経営のための飼料作付け体系例�
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写真４　なつ乾草（細茎で，葉が多い）

写真５　三尺ソルゴー（短稈で，運びやすい）


